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柔道競技におけるスコア獲得に有効な投技の戦術行動
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Abstract

The purpose of this study was to clarify the tactical actions of nage-waza that are effective in scoring in 
judo by using a notational match performance analysis, and to provide useful knowledge in the practical field of 
coaching. For this purpose, we examined the relationship between (1) the type of nage-waza, (2) whether there 
was a renraku-henka in the nage-waza, and (3) the combination of the tori and the uke’s kumite and whether an 
athlete scored any points. Data from a total of 441 matches in the −60kg, −81kg, and +100kg weight classes in 
international competitions held in 2020 were used.

The tactical actions associated with whether points were scored or not were the type of nage-waza and 
whether they included a renraku-henka. The combination of tactical actions that influenced the points scored 
was a combination of henka-waza and te-waza, and in some weight classes, combinations of henka-waza and other 
techniques were also effective. The combination of henka-waza and sumi-otoshi, which is classified as a te-waza, 
showed the highest scoring ratio in all weight classes.

This study suggests for the first time that henka-waza, especially sumi-otoshi, applied during or after 
the opponent's attack, is an effective tactical action for scoring regardless of weight class. These new findings 
indicate that in current judo competitions it is important to not only pursue single techniques but to construct 
tactical actions relative to the opponent. They are also expected to be useful for specific guidance in coaching.
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Ⅰ　諸言
　柔道競技の試合は，投技や固技で獲得する技の
スコア（一本，技あり），違反を犯した際に与え
られる罰則のスコア（指導，反則負け）により勝
敗が決定される 13）．先行研究によると試合の勝
敗を決定するスコアは，罰則のスコアよりも技の
スコアの方が多く，固技による技のスコアよりも
投技による技のスコアの方が多いことが報告され
ている 17）22）25）30）．このことは，罰則や固技でスコ
アを獲得するよりも，投技でスコアを獲得するこ
とが勝敗に大きく影響することを示している．し
たがって，柔道競技の試合で効率よく勝利するに
は，投技でスコアを獲得できるようになることが
重要であると考えられる．
　対人格闘技の運動特性を持つ柔道競技は，様々
な競技局面で相手と表裏一体の戦術的行為が複雑
に存在すると考えられ，試合分析についての研究
が重要視されてきた 8）．試合分析とは，記述的ゲー
ムパフォーマンス分析のことであり，研究目的に
応じて項目を定め，特定の表記方法を使って試合
でのチーム，プレーヤーのパフォーマンスを記録
し，その記録結果を特定の観点から数量的に処理
する手法である 26）．記述的ゲームパフォーマン
ス分析を用いた研究から得られた知見は，コーチ
の立場から見ると指導する際に解決すべき課題を
示唆する 27）といわれている．
　中村ら 30）は，1995 年から 1999 年に開催され
た世界柔道選手権大会（以下，世界選手権）の 3
大会における勝利スコア獲得技を分析し，いずれ
の大会においても足技の割合が多いこと，その中
でも内股の割合が最も多いことを報告している．
Kazimierz ら 17）は，2008 年のオリンピック競技
大会（以下，オリンピック）・北京大会における
勝利スコア獲得技を分析し，手技の割合が多いこ
と，その中でも背負投の割合が最も多いことを報
告している．中村 29）は，2009 年の世界選手権に
おけるスコア獲得技を分析し，男女ともに掬投の
割合が最も多いことを報告している．これらの先
行研究からは，スコア獲得の投技が時代によって
変化していくことがうかがえる．このことは，選
手らがそれぞれの時代における競技内容の傾向を

捉えながら，主流の投技を駆使しその対応を工夫
した影響であると考えられる．そのため，一流選
手が出場する現況の国際大会を対象として，勝利
と直結する投技の戦術行動を明らかにすることは
重要であると考える．
　石井 11）は，2019 年の世界選手権におけるスコ
ア獲得技について，男女ともに隅落の割合が最も
多いことを報告している．そして「相手が技を仕
掛けて潰れるタイミングに，相手の体側が畳に着
くようにコントロールすることが，隅落に繋がっ
ている可能性がある」と述べ，投技を施す局面に
ついて言及している．先行研究では，スコアを獲
得した投技の種類や技名称に着目したものが多
く，投技を施す局面に焦点を当てた研究はみられ
ない．一般的に，投技を施す前の局面では連絡変
化の技術が用いられ，自分の技から自分の技への
連絡は「連絡技」，相手の技から自分の技への変
化は「変化技」に分類される 18）．小俣ら 20）が「レ
ベルが上がっていくほど次第に防御がでてきた
り，相手がこちらの技を覚えたりして，１回では
倒せない場面に連絡技や変化技が必要になる」と
述べていることや，上述した石井 11）の指摘を考
え合わせると，一流選手が出場する現況の国際大
会では，投技の連絡変化の有無がスコア獲得に影
響を及ぼしている可能性がある．
　一方，スコア獲得に影響を及ぼす要因として，
組 み 手 に 着 目 し た 研 究 が 行 わ れ て い る．Ito
ら 14）15）は，2012 年のグランドスラム・東京大会
および 2013 年のグランドスラム・パリ大会，
2016 年のグランドスラム・パリ大会における男
子の試合を分析し，組み手の戦術的な持ち替え行
動が投技のスコア獲得に影響を与えると報告して
いる．Brabec ら 1）は，2012 のオリンピック・ロ
ンドン大会における男子の試合の組み手争いにか
かる時間を分析し，相手へのアプローチ時間とグ
リップする時間が選手の次の行動に関係すると述
べている．Gutiérrez ら 7）は，2017 年の世界選手
権における 73kg 級の試合のスコア獲得技を分析
し，取が片手で「背中」か「襟」の組み手，受が

「袖 – 袖」か「襟 – 袖」の組み手の際にスコア獲
得が好都合であることを報告している．しかし，
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これらの研究は，投技を施技する際の取もしくは
受のどちらかの組み手に着目しており，両者の組
み手の関係については言及していない．相手の柔
道衣を両手で握ることが効果的な防御動作につな
がると指摘されている 23）ことを考えると，施技
時の取と受の組み手に着目し分析することで，特
定の組み手，例えば取は「両手」，受は「片手」
あるいは「握っていない」状態での投技がスコア
獲得に影響を及ぼしている可能性も推察される．
　そこで本研究では，記述的ゲームパフォーマン
ス分析を用いて，一流選手が出場する国際大会を
対象に，投技の種類と連絡変化の有無，施技時の
取と受の組み手の観点から，スコア獲得に有効な
投技の戦術行動を階級別で明らかにし，コーチン
グの実践現場に有用な知見を提供することを目的
とした． 

Ⅱ　方法
1．研究対象とした大会
　本研究では，男子の大会を研究対象とした．研
究対象とした大会は，2020 年に開催されたグラ
ンドスラム・パリ大会とグランドスラム・デュッ
セルドルフ大会，グランプリ・テルアビブ大会の
3 大会とした．これらの大会は，2020 年 IJF ワー
ルドツアーでグランドスラムおよびグランプリに
位置づけられ，2020 年開催予定であったオリン
ピック・東京大会直前に行われた一流選手が出場
す る 国 際 大 会 で あ る． い ず れ の 大 会 も，IJF 
REFEREEING RULES Version201813）に則って
行われた．

2．研究対象とした試合
　Franchini ら 5）は男子柔道選手の体型について，
60kg 級と 66kg 級，73kg 級の 3 階級は 1 つの体
型区分であること，100kg 超級は他のすべての階
級と異なることを報告している．これを参考に，
60kg 級と 66kg 級，73kg 級から 60kg 級，他の
すべての階級と体型が異なる 100kg 超級，残り
の 81kg 級と 90kg 級，100kg 級から 81kg 級を選
定し，3 つの階級の試合を研究対象とした．
　60kg 級はグランドスラム・パリ大会が 46 試合，
グランドスラム・デュッセルドルフ大会が 47 試
合，グランプリ・テルアビブ大会が 38 試合の計
131 試合，81kg 級はグランドスラム・パリ大会
が 72 試合，グランドスラム・デュッセルドルフ
大会が 66 試合，グランプリ・テルアビブ大会が
57 試合の計 195 試合，100kg 超級はグランドス
ラム・パリ大会が 43 試合，グランドスラム・デュッ
セルドルフ大会が 37 試合，グランプリ・テルア
ビブ大会が 37 試合の計 117 試合であり，「不戦勝
ち」の 2 試合を除く全 441 試合を研究対象とした．
なお，440 試合（「棄権勝ち」の 1 試合を除く）
の決着スコアと技スコアの割合を表 1 に示した．

3．分析対象とした投技施技
　スコア獲得に有効な投技の戦術行動を明らかに
するため，スコアを獲得した投技とスコア獲得に
至らなかった投技を分析対象の投技施技とした．
スコア獲得に至らなかった投技は，①投技の効力
によって選手の片方もしくは双方が寝姿勢に移
行，②投技の効力によって選手の片方もしくは双

表 1　対象大会における試合の決着スコアと技スコアの割合
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方が試合場外に移行，のいずれかに該当した投技
施技を分析対象とした．ただし，①審判員によっ
て偽装攻撃の「指導」が与えられた投技，②審判
員が相殺と判断したと思われる投技，③本研究の
分析者が明らかに投げる意思がないと判断した投
技は，分析対象から除外した．

4．分析項目
　表 2 に示す通り，以下の 3 つを投技の戦術行動
に関する分析項目とした．

（1）投技の種類
　醍醐 2）3）4）を参考に，投技の種類 19）（a. 手技 16 本，
b. 腰技 10 本，c. 足技 21 本，d. 真捨身技 5 本，e. 
横捨身技 16 本）に着目した．まずは分析対象と
した施技の技名称 19）（全 68 本）を分析し，その
後 5 つの投技の種類に分類した．

（2）投技の連絡変化の有無
　小俣ら 20）を参考に，投技の連絡変化（a. 連絡技，
b. 変化技，c. 連絡変化なし）に着目した．自分
の技から自分の技への連絡は連絡技，相手の技か

ら自分の技への変化は変化技と説明されてい
る 18）ことから，本研究では，自分の投技から自
分の投技へ連絡した施技を「連絡技」，相手の投
技から自分の投技へ変化した施技および相手の投
技の最中に自分の投技へ変化した施技を「変化
技」，連絡技と変化技に該当しない施技を「連絡
変化なし」と定めて分析した．

（3）施技時の取と受の組み手
　石川ら 12）と三宅ら 23）を参考に，分析対象とし
た施技時の取と受の組み手（a. 両手–両手，b. 両
手–片手，c. 両手–握っていない，d. 片手–両手，e. 
片手–片手，f. 片手–握っていない，g. 握っていな
い–両手，h. 握っていない–片手，i. 握っていない
–握っていない）に着目した．本研究では，分析
対象とした施技における取の体さばきが始まる瞬
間（一歩目の足が畳から離れる時点）の組み手を
分析した．なお，取が「握っていない」組み手に
よる施技が少数であったことから，本研究では分
析の対象外とした．

表 2　分析項目およびその定義
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5．データの分析方法
　Judobase-IJF16）で公開された公式の試合映像を
再生し，投技の戦術行動に関する上述の 3 つの分
析項目について分析した．分析は，全日本柔道連
盟の指導者資格ならびに審判員資格を有する 2 名
が行った．

6．分析結果の処理方法
（1）スコアの有無に関連する投技の戦術行動
　スコアの有無と投技の戦術行動に関する 3 つの
分析項目との間でχ2 検定を行い，階級別でスコ
アの有無に関連する投技の戦術行動を明らかにし
た．

（2）�スコア獲得に影響を及ぼす投技の戦術行動の
組み合わせ

　スコアの有無に関連する投技の戦術行動を組み
合わせて，スコアの有無との間でχ2 乗検定と残
差分析を行い，階級別でスコア獲得に影響を及ぼ
す投技の戦術行動の組み合わせを明らかにした．
統計処理の有意性は，いずれも危険率 5% で判定
した .

（3）投技のスコア比率とスコア獲得率
　階級別で技名称ごとに，スコア比率とスコア獲
得率を明らかにした．計算式は下記の通りである．
・スコア比率（%）＝（当該の投技のスコア獲得
数／投技のスコア獲得数の合計）× 100
・スコア獲得率（%）＝（当該の投技のスコア獲
得数／当該の投技の施技回数）× 100

7．分析の信頼性
　検者内の信頼性を測定するため，分析者が再度
全体の 20% にあたる 60kg 級 26 試合，81kg 級
40 試合，100kg 超級 25 試合を無作為に抽出して
再分析を行い 9），各分析項目の誤差率を算出した．
すべての分析項目の誤差率が 5% 以内であるた
め 10），データは信頼性があると判断した．また，
検者間信頼性を測定するため，他の分析者 1 名に，
再分析済みの 10％にあたる 60kg 級 3 試合，81kg
級 4 試合，100kg 超級 3 試合を無作為に抽出して
分析を依頼し，再分析したデータとの誤差率を求
めた 21）．その結果，すべての分析項目の誤差率

が 5% 以内であるため，データは信頼性を十分に
満たすと判断した．

8．倫理手続き
　本研究は，順天堂大学大学院スポ−ツ健康科学
研究科の研究等倫理委員会に承認されたものであ
る（受付番号：院 2020–39）．

Ⅲ　結果
1．スコアの有無に関連する投技の戦術行動
　表 3 は，各階級におけるスコアの有無と投技の
戦術行動との関係を示したものである．60kg 級
は，スコアの有無と投技の種類（χ2＝16.356，df
＝4，p＜0.01），投技の連絡変化の有無（χ2＝
36.714，df＝2，p＜0.01）との間に有意な関係が
認められ，スコアの有無に関連する戦術行動は，
投技の種類と連絡変化の有無であることが明らか
になった．81kg 級は，スコアの有無と投技の種
類（χ2＝31.841，df＝4，p＜0.01）， 投 技 の 連 絡
変化の有無（χ2＝33.821，df＝2，p＜0.01）との
間に有意な関係が認められ，スコアの有無に関連
する戦術行動は，投技の種類と連絡変化の有無で
あることが明らかになった．100kg 超級は，スコ
アの有無と連絡変化の有無（χ2＝12.267，df＝2，
p＜0.01）との間に有意な関係が認められ，スコ
アの有無に関連する戦術行動は，投技の連絡変化
の有無であることが明らかになった．

2．�スコア獲得に影響を及ぼす投技の戦術行動の
組み合わせ

　表 4 は，各階級におけるスコアの有無と投技の
戦術行動の組み合わせとの関係を示したものであ
る．60kg 級は，スコアの有無と投技の戦術行動
の組み合わせとの間に有意な関係が認められ

（χ2＝66.701，df＝14，p＜0.01），スコア有の変
化技と手技および真捨身技，横捨身技の組み合わ
せが有意に多かったことから，スコア獲得に影響
を及ぼす戦術行動の組み合わせは，変化技の手技
および真捨身技，横捨身技であることが明らかに
なった．81kg 級は，スコアの有無と投技の戦術
行動の組み合わせとの間に有意な関係が認められ
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（χ2＝70.118，df＝14，p＜0.01），スコア有の変
化技と手技および足技，横捨身技の組み合わせが
有意に多かったことから，スコア獲得に影響を及

ぼす戦術行動の組み合わせは，変化技の手技およ
び足技，横捨身技であることが明らかになった．
100kg 超級は，スコアの有無と投技の戦術行動の

表 4　各階級におけるスコアの有無と投技の戦術行動の組み合わせとの関係

表 3　各階級におけるスコアの有無と投技の戦術行動との関係
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組み合わせとの間に有意な関係が認められ（χ2

＝22.495，df＝14，p＜0.05），スコア獲得に影響
を及ぼす戦術行動の組み合わせは，変化技の手技
および足技であることが明らかになった．

3．投技のスコア比率とスコア獲得率
　表 5 は，階級別で投技のスコア比率とスコア獲
得率を示したものであり，スコア比率の上位 5 つ
の投技を示した．スコア比率は，いずれの階級に
おいても変化技の隅落が最も高く，60kg 級では
8.5%，81kg 級では 8.0%，100kg 超級では 11.7%
であった．また，変化技の隅落のスコア獲得率は，
60kg 級 で は 39.3%，81kg 級 で は 32.6%，100kg
超級では 47.8% であった．

Ⅳ　考察
　本研究では，記述的ゲームパフォーマンス分析
を用いて，柔道競技におけるスコア獲得に有効な
投技の戦術行動を明らかにし，コーチングの実践
現場に有用な知見を提供することを目的とした．
そのため，一流選手が出場する国際大会の男子 3
階級（60kg 級と 81kg 級，100kg 超級）の試合を
対象に，投技の種類と連絡変化の有無，施技時の

取と受の組み手の観点から，スコアの有無に関連
する戦術行動とスコア獲得に影響を及ぼす戦術行
動の組み合わせについて階級別で検討した．その
結果，以下の知見が得られた． 
　スコアの有無に関連する投技の戦術行動は，
60kg 級と 81kg 級では投技の種類と連絡変化の
有無，100kg 超級では投技の連絡変化の有無であ
ることが明らかになった（表 3）．投技の連絡変
化の有無は，いずれの階級においてもスコアの有
無との間に有意な関係が認められたことから，す
べての階級に共通してスコアの有無に関連する戦
術行動であると考えられる．投技の種類は，
60kg 級と 81kg 級の 2 階級でスコアの有無との
間に有意な関係が認められたものの，100kg 超級
では有意な関係は認められなかった．しかし，
100kg 超級の投技の種類の中で，足技の割合が
60kg 級と 81kg 級と同様の傾向を示しているこ
とや，100kg 超級以外の 2 階級でスコアの有無と
の間に有意な関係が認められたことから，投技の
種類もすべての階級に共通したスコアの有無に関
連する戦術行動として捉えられると考える．
100kg 超級は，他の階級と比較して試合数や施技
数が少なかったことから，スコアの有無と投技の

表 5　各階級における投技のスコア比率とスコア獲得率（スコア比率上位 5 つ）
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種類に有意な関係が認められなかったことも推察
され，今後の検討が必要である．一方，施技時の
取と受の組み手は，いずれの階級においてもスコ
アの有無との間に有意な関係が認められなかっ
た．このことは，組み手を「両手」や「片手」「握っ
ていない」に分類した場合，体重別つまり同階級
の試合において，取と受がどのような組み手の関
係で投技を施しても，スコア獲得に影響しないこ
とを示している．先行研究 23）では，相手の柔道
衣を「両手」で握ることが効果的な防御動作につ
ながることを指摘しているが，体重無差別の試合
を分析対象としていた．体重別の試合では，取と
受の組み手の関係ではなく，Ito ら 14）15）が指摘し
た取の戦術的な持ち替え行動がスコア獲得に有効
であると推察される．しかしながら，取と受の組
み手の相対的な関係について，体重差が関係する
可能性については，本研究の分析対象では明らか
にはできないため，今後，体重別の試合と体重無
差別の試合との比較を通して検討していきたい．
これらのことから，施技時の取と受の組み手はス
コア獲得に関連しないものの，投技の種類と連絡

変化の有無の戦術行動の組み合わせが，スコア獲
得に大きな影響を及ぼしていると考えられる．
　スコアの有無に関連する投技の種類と連絡変化
の有無の 2 つの戦術行動を組み合わせて，スコア
の有無との関係を階級別で検討した結果，いずれ
の階級においてもスコア獲得に影響を及ぼす戦術
行動は，変化技と手技の組み合わせであることが
明らかになった．また，変化技は，60kg 級では
真捨身技と横捨身技，81kg 級では足技と横捨身
技，100kg 超級では足技との組み合わせにおいて
も，スコア獲得に影響を及ぼすことが確認された

（表 4，図 1）．これらの結果は，相手の投技の施
技中もしくは施技後に施す変化技が，スコア獲得
に有効な戦術行動であるという新たな知見を示す
ものである．先行研究では，投技の種類や技名称，
組み手に着目しその有効性を検討していたが，本
研究では，相手との相対的な関係の中で施される
変化技の有効性が極めて高いことを初めて言及す
る．ところで，連絡技は「先の先」，変化技は「後
の先」と呼ばれている 20）．重岡ら 33）は，柔道競
技の国際化に伴い，常に攻め続ける「先の先」と

図 1　各階級におけるスコア獲得に影響を及ぼす 
投技の戦術行動の組み合わせ
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しての柔道スタイルが要求される一方で，柔道の
技が攻撃防御表裏一体であることから，「後の先」
としての技の重要性がますます高まると指摘して
いる．また，小俣ら 20）は「競技者としてのレベ
ルが高まり，防御がでてきたり技を覚えたりした
相手に対しては，攻撃のバリエーションを増やす
ためにも変化技が必要になる」と述べている．し
たがって，国際大会に出場する一流選手は，「後
の先」である変化技を戦術的に用いてスコアを獲
得していると考えられる．
　変化技と手技に分類される隅落の組み合わせ
は，すべての階級で最も高いスコア比率を示し，
スコア獲得率が 30% 以上を示した（表 5）．スコ
ア獲得に影響を及ぼす戦術行動が，いずれの階級
においても変化技と手技の組み合わせであること
や，2019 年の世界選手権で隅落が最も多くのス
コアを獲得していたこと 11）から，隅落は現況の
柔道競技においてスコア獲得に最も有効な投技で
あると考えられる．2016 年のオリンピック以前
の世界選手権の報告 17）28）29）30）では，内股や背負投，
掬投がスコア獲得技の上位にあり，隅落を確認す
ることはできない．中村 30）は，2009 年の世界選
手権で男女ともに最も多くのスコアを獲得した掬
投について「相手の技を返す使い方ができるので，
足取り技が得意な選手はこの技を集中的に利用し
た可能性がある」と述べている．この指摘からは，
当時より変化技の有効性がうかがえるが，その後
のルール改正で下半身を攻撃する投技が禁止とな
り，下半身を攻撃しなくても変化技として施すこ
とができる隅落が主流になったと考えられる．菅
波 34）は，柔道競技の技術は時代の推移とルール
の改正に伴って流行がみられ，対策が練られた結
果，次なる新しい技が求められてきたと述べてい
る．一流選手が施技する変化技としての隅落は，
ルール改正や流行する投技，スコア比率の高い背
負投や内股への対応を繰り返しながら効力を高め
た実践的で高度な戦術行動として捉えることがで
きる．
　隅落は「取は，左（右）足を受の右（左）足外
側に踏み込みながら，体のさばきと両手の働きで，
受の体を右（左）後ろ隅へ崩し，押し落として投

げる技，およびこれに類する技 2）」と定義され，
変化技としても紹介されている．しかし，全日本
柔道連盟の指導者養成テキスト 35）36）やその他の
指導書 20）31）では，変化技の指導法を提示してい
るものの，隅落について言及していない．本研究
によって，変化技とりわけ相手の技を「後方へ押
し落とす 2）」動作による隅落の有効性が示された
ことから，従来からの個々の技の追求のみならず，
投技を相手との相対的な戦術行動と捉えて指導す
ることも，投技による技のスコア獲得，すなわち
試合での勝利を目指す上で重要な方策になると考
えられる．
　本研究は，柔道競技の試合が「どのようになっ
ているのか」を明らかにしたものであり，ここで
得られた知見が「どのようにするとできるのか」
は不明である．コーチング現場から求められる指
導法を確立するには，一流選手の持つ実践知を知
識化する質的研究 6）を行い，変化技とりわけ隅
落のコツを明らかにするような研究手法へと発展
させていく必要がある．また，本研究は男子の一
流選手が出場する国際大会を分析対象としてお
り，本研究で得られた知見が女子選手や世代が異
なる選手に有効であるかは不明である．本研究と
同様の方法で女子選手の大会や世代が異なる大
会，例えばジュニアやカデの大会を対象に分析を
行い，スコア獲得に有効な投技の戦術行動を明ら
かにすることも今後の研究展開としたい．加えて，
柔道競技はルール改正が競技内容に大きく影響す
ることが指摘されていることから 11）14）24）30）32），継
続的に投技の戦術行動に関する知見を示していく
必要がある．これらの点は，柔道競技におけるコー
チングの実践現場により有用な知見を提供するた
めに重要な検討課題であると考える．

Ⅴ　結論
　本研究では，投技の種類と連絡変化の有無，施
技時の取と受の組み手の観点から，柔道競技にお
けるスコア獲得に有効な投技の戦術行動を明らか
にし，コーチングの実践現場に有用な知見を提供
することを目的とした．主な結果は以下の通りで
ある．
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　スコアの有無に関連する戦術行動は，いずれの
階級においても投技の種類と連絡変化の有無で
あった．また，スコア獲得に影響を及ぼす戦術行
動の組み合わせは，いずれの階級においても変化
技と手技であり，階級によっては変化技と手技以
外の組み合わせも有効であることが明らかになっ
た．手技に分類される隅落と変化技の組み合わせ
は，すべての階級で最も高いスコア比率を示した．
　本研究によって，階級の違いにかかわらず，相
手の投技の施技中もしくは施技後に施す変化技，
とりわけ手技の隅落がスコア獲得に有効な戦術行
動であることが初めて示唆された．これらの知見
は，現況の柔道競技において，ひとつの投技の追
求のみならず，投技を相手との相対的な戦術行動
として捉えることの重要性を示すものであり，
コーチングの実践現場での具体的な指導に役立つ
ことが期待される．
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